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『木

蛛
サ
靡
式

の
オ
え
警
』

管
長
　
菊

池

童

敏

ジ

ェ
リ
ー

・
ミ
ン
チ
ン
ト
ン
と

い
う
ア
メ
リ
カ
の
自
己
啓
発
作

家
は
、

「自
尊
心
を
高
め
自
分

鍛
儀
饉
を
確
信
す
る
事
が
、
人

生
に
お
け
る
成
功
や
幸
福
に
直

結
す
る
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。

自
尊
心
は
、
他
人
の
干
渉
を
受

け
ず
、
自
分
の
品
位
を
保
と
う

と
す
る
心
理
や
態
度

の
事
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

「自
尊
心
」
や

「信
念
」
が
ど

の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
か
、
興

殊
深
い
見
解
を
述
べ
て
い
ま
す
。

自
尊
心
や
信
念
が
形
作
ら
れ
る

過
程
で
は
、
家
族
関
係
が
と
て

も
大
切
だ
と
い
う
の
で
す
ｃ

子
ど
も
の
頃
に
世
話
を
し
て
く

れ
た
家
族
は
、
世
の
中

へ
の
最

初
の
道
案
内
人
で
す
。
そ
の
影

響
は
と
て
も
大
き
く
、
子
ど
も

は
家
族
か
ら
の
言
葉
を
そ
の
ま

ま
受
け
入
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

家
族
の
子
ど
も
に
対
す
る
行
動

は
、
子
ど
も
の
考
え
方
に
よ
り

強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言

う
の
で
す
。

つ
ま
り
、
あ
な
た

の
自
尊
心
や
信
念
は
実
は
あ
な

た
自
身
の
も
の
で
は
無
く
、
最

も
強
く
影
響
を
与
え
た
周
囲
の

人
た
ち
の
信
念
を
反
映
し
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
事
な
の

で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
自
分
の
信
念

に
は
譲
り
が
無
い
と
思

つ
て
い
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明

治

天

皇

鶴

製

ほ
ど
ほ
ど
に
身
を
も
蹴
も
つ
く
す
ゆ』
そ

人
と
う
ま
れ
し
つ
と
め
な
。鳴
４け
れ

い
か
な
職毎
む
時
に
あ
ふ
通
も
え
鐘
燿
な

ま
こ
と
の
道
を
，か
め
通
な
り
へ
よ

て
も
、
周
闇

の
影
響
で
間
違

っ

た
信
念
を
櫨
え

つ
け
各
れ
て
い

る
可
能
性
が
有
り
ま
す
。

自
分
自
身

で
は
、
正
し
い
信
念

な

の
か
、
間
違

っ
た
信
念
な

の

か
分
か
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
信
念
を
持
ち
続
け
る

事
に
慣
れ
親
し
ん
で
来
た
か
ら
、

そ
う
感
じ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

か
ら
で
す
。

も
し

「自
分
は
間
違

っ
た
信
念

な
ど
抱

い
て
い
な

い
」
と
信
じ

る
な
ら
、
そ
れ
自
体
が
間
違

っ

た
信
念
だ
、
と
言

っ
て
い
ま
す
。

も
し
も
信
念
が
間
違

っ
て
い
る

な
ら
、
そ
れ
は
捨
て
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
二

つ
の
信
念
は
、

間
違

つ
た
可
能
性
が
有
る
と
言

い
ま
す
。

・
他
人
に
数
意
を
感
じ
さ
せ
る

信
念
。

き
分
は
良
い
と
思

つ
て
い
て
も
、

結
果
と
し
て
他
人
に
迷
惑
を
掛

け
て
い
た
り
、
周
囲
の
人
が
あ

な
た
に
敵
意
を
持

っ
て
し
ま
う

よ
う
な
信
念
は
、
正
し
い
も
の

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

・
他
人
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い

う
信
念
。

優
越
感
に
裏
打
ち
さ
れ
た
信
念

も
良
く
有
り
ま
せ
ん
。

・
他
人
よ
り
も
劣

っ
て
い
る
と

い
う
信
念
。

劣
等
感
に
も
と
づ
く
信
念
も
ま

た
間
違
い
な
の
で
す
。

そ
の
信
念
が
真
に
正
し
い
も
の

か
ど
う
か
検
証
し
て
み
ま
し
よ

う
。
そ
れ
が
人
生
を
成
功

へ
と

導
く
秘
訣
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
生
の
成
功
を
求
め
る

な
ら
、

「怒
り
」
に
つ
い
て
も

正
し
く
理
解
し
て
お
く
必
要
が

有
る
と
言
っ
て
ま
す
。

「私
た
ち
は
、
自
分
の
怒
り
の

原
因
が
周
囲
の
人
や
出
来
事
に

有
る
と
考
え
る
が
、
実
際
は
そ

う
で
は
無
い
。
周
囲
の
人
や
出

来
事
が
自
分
の
思
い
通
り
に
な

る
べ
き
だ
と
思
い
込
ん
で
、
自

分
を
怒
ら
せ
て
い
る
だ
け
な
の

だ
。
」

こ
う
し
た
怒
り
は

「
不
健
全
な

怒
り
」
で
有
り
、
次
の
二
つ
の

間
違

っ
た
信
念
が
根
底
に
有
る

か
ら
だ
と
言
い
ま
す
。

・
人
生
は
う
ま
く
い
か
な
け
れ

ば
困
る
。

・
気
に
く
わ
な

い
事
が
有
れ
ば

腹
を
立
て
る
の
は
当
然
だ
。

・
い
や
な
事
に
耐
え
な
け
れ
ば

成
ら
な
い
事
は
不
合
理
だ
。

「
不
健
全
な
怒
り
」
は
あ
な
た

を
間
違

っ
た
行
動
に
走
ら
せ
、

さ
ま
ざ
ま
な
悪

い
影
響
を
相
手

に
も
周
囲
に
も
与
え
る
事
に
成

っ

て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
分

の
持

っ
て
い

る

「怒
り
」

の
感
情
を
き
ち
ん

と
検
証
し
て
お
く
事
が
大
切
で

す
。
そ
し
て
、
物
事
と
い
う
も

の
は
自
分

の
思

い
通
り
に
は
い

か
な
い
も
の
だ
と
悟
り
、

「
不

健
全
な
怒
り
」
を
抑
え
る
方
法

を
知

っ
て
お
く
事
も
必
要
で
す
。

ミ
ン
チ
ン
ト
ン
氏
は
こ
う
教
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

一
人
生
は
思

い
通
り
に
成
る
と

は
限
ら
な

い
。
ど
う
に
も
成
ら

な

い
事
に
怒

っ
て
も
仕
方
が
無

ｉ
Ｖ
・
」

炒
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《
甲
和

国

轟

暴

攀

入

気
事
管

斎

彎

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
減
少
傾
向
が
見
え
る
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
十
分
に
感

染
防
止
対
策
を
と
り
、
大
祭
前

潤
の
二
十
日
午
前
十
時
よ
り
全

国
か
ら
祭
員
及
び
東
京
婦
人
会

有
志
の
方
々
が
弥
栄
殿
広
間
に

集
合
ｃ
菊
池
管
長
並
び
に
長
元

総
監
よ
り
、
奉
仕
の
御
礼
の
御

挨
拶
が
さ
れ
、
夫
々
諸
準
備
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

例
年
通
り
皆
で
役
割
分
担
し
着
々

と
作
業
を
進
め
、
境
内

。
神
殿

の
装
い
更
に
神
餞

・
供
物
も
整

い
無
事
に
準
備
を
終
え
ま
し
た
。

午
後
四
時
よ
り
大
祭
習
礼
を
行

い
、
次
第
に
則
り
所
役
の
確
認
、

ま
た
稽
典
長
よ
り
祭
式
所
作
の

指
導
を
戴
き
、
本
番
さ
な
が
ら

の
緊
張
感
の
中
滞
り
な
く
終
え

ま
し
た
。

翌
日
二
十

一
日
、
穏
や
か
な
春

の
陽
気
に
恵
ま
れ
る
中
、
神
道

大
教
院
春
季
大
祭
が
全
国
の
教

信
徒
参
集
の
も
と
、
盛
大
且
つ

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

斎
主
以
下
祭
員
が
修
祓
の
儀
を

仕
え
、
午
前
十
時
斎
主

・
祭
員

以
下
御
霊
殿
に
参
進
、　
一
同
着

座
の
後
長
元
総
監
の
開
式
の
辞

に
て
、
霊
殿
祭
が
厳
か
に
始
ま

り
ま
し
た

斎
王
一
疑

キ‐、懸
狭
‥

幣
畠
供
進
が
さ
れ
、
霊
殿
祭

。

祥
月
命
日
祭
々
詞
が
斎
主
に
よ

り
奏
上
さ
れ
、
慰
霊
の
舞
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
´
次
に
婦
人
会

諸
師
の
先
導
に
て
神
教
歌
を

一

同
奉
唱
し
、
斎
主
、
御
遺
族

。

参
列
者
と
順
次
玉
串
を
奉
箕
。

先
覚
諸
霊
の
御
遺
徳
を
偲
び
、

御
霊
の
安
寧
と
御
守
護
を
祈
念

し
霊
殿
祭
を
終
え
ま
し
た
。

修祓の儀

霊殿祭奉仕の祭員一同 慰霊の巫女舞 斎主祭詞奏上

参
拝
者

。
奉
納
者
芳
名
録（敬

称
略
）

幣
畠
一料
一御
・奉
継
者

【北
海
道
】
礼
幌
入
幡
官
菊
池
重

敏

菊
池
重
忠
　
函
館
敬
神
大
教

会
工
藤
隆
三
　
二
藤
賀
子
　
工
藤

超
千
　
工
藤

一
美
　
目
天
講
社
石

川
澄
子
　
原
田
貴
史
　
村
木
牧
子

地
主
日舛
　
中
林
鉄
夫

【青
森
県
】
石
神
神
社
小
野
光
廣

節
田
志
ノ
武
　
郡
川
洋
子
　
横
濱

栄
子
　
小
笠
原
達
雄
　
小
野
勢
節

子
　
黒
田
一
二
三

【宮
城
県
】
あ
か
つ
き
仙
台
分
教

会
堀
川
秀
夫
　
桂
日
安
子
　
桂
関

啓
生
　
桂
圏
雅
子
　
桂
田
悟

【山
形
県
』
三
山
宮
宮
圏
博
正

宮
躍
楽
　
出
雲
太
神
社
菊
地
元
宏

菊
地
康
倫
　
岩
倉
金
剛
院
小
教
会

人
幡
懐
生
　
清
光
院
小
教
会
湯
上

弘
通
　
多
田
悦
子
　
山
川
信
利

清
光
院
小
教
会
信
徒

一
同

【福
島
県
】
永
山
和
洋

【栃
本
県
】
御
嶽
永
野
中
教
会
永

澤
忠
彦
　
永
澤
正
義
　
歳
徳
神
社

板
倉
進
　
板
合
百
合
子
　
板
倉
聖

子
　
板
倉
信
之
助
　
高
藤
神
社
坪

山
欣
也
　
坪
山
仁
美
　
坪
山
雅
則

鈴
木

一
男
　
〓
一一昌
信
男
　
福
岡
春

光
　
出
雲
大
増
像
観
中
教
会
性
藤

正
美
　
飯
塚
ま
■
み

【埼
玉
県
一
天
神
大
教
会
冨
田
信

太
郎
　
本
曽
伊
嶽
川
越
大
教
会
山

時
真
理
　
伊
藤

べ́
代
　
雅
楽
天
神

会
　
玉
野
御
言
神
社
　
深
田
神
社

深
轟
佳
聖
　
和
理
直
樹
　
鈴
木
朝

子
　
西
山
日田
男
　
渡
辺
か
ず
子

園
井
高
子
　
岩
上
直
樹
　
岸
和
子

【千
葉
県
】
大
稀
人
幡
神
社
橋
村

美
樹
　
天
明
道
心
小
教
会
宮
崎
日

出
男
　
宮
崎
初
枝
　
宮
崎
利
幸

宮
崎
貞
幸
　
石
川
自爾
幸
　
菅
野

一

男
　
鈴
木
裕
基
子
　
岡
代
玲
子

溝
口
孝
恵
　
安
藤
敏
子
　
市
島
昭

子
　
稲
葉
静
子
　
宇
園
層
三
恵

沖
圏
毅
　
沖
圏
基
次
　
古
富
茂
雄

櫻
井
嘉
津
子
　
塩
野
悦
代
　
爾
代

恵
美
子
　
辻
村
豊
春
　
花
香
洋
子

花
香
千
春
　
東
千
鶴
子
　
二
浦
知

子
　
宮
地
轟
美
子
　
曲
難
道
子

山
元
真

一　
佐
藤
秀
之
　
二
宮
義

雄
　
曲
元
達
好
　
穴
澤
光
宏
　
阿

部
智
康
　
神
田
恵
司
　
板
垣
仁

一

朗
　
前
川
篠
男
　
ュ則
川
和
範
　
ム
「

村
滋
　
′日
川
貴
朗
　
斉
藤
均
　
坂

井
は
る
ひ

藤
城
信
雄

白
井
光

一

【東
京
都
】
榛
名
孝
善
坊
講
社
小

泉
輝
人
　
石
大
神
富

・
飯
井
宮
再

興
祭
祀
天
興
大
教
会
小
林
宗
朝

小
林
日目
代
　
小
林
晴
比
古
　
′日
髪

神
社
品
川

一
夫
　
本
下
博
子
　
佐

藤
幸
雄
　
栄
珠
稲
荷
神
社
永
井
栄

子
　
森
躍
瑞
穂
　
滋
賀
米
原
小
教

会
平
野
希
久
代
　
良
和
神
社
官
内

康
　
天
聖
神
社
磯
崎
寿
三
雄
　
渡

部
泰
治
　
葵
拡
夢
　
赤
本
瑞
彰

井
上
象
英
　
大
塚
和
彦
　
斎
京
則

子
　
寺
田
悠
甫
　
漏
詢
敦
子
　
福

谷
比
砂
　
弓
場
祥
子
　
相
田
佳
代

本
原
桂
子
　
島
田
栄
造
　
大
熊
満

Ｆ
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昼
食
を
挟
み
午
後

一
時
よ
り
の

本
殿
祭
斎
行
前
に
、
正
装
に
身

を
包
ん
だ
斎
主

・
祭
員
が
手
水

を
済
ま
せ
参
道
に
整
列
。
太
鼓

の
合
図
の
も
と
典
儀
の
発
声
と

共
に
、
楽
師
の
調
べ
に
合
わ
せ

て
祓
所

へ
参
進
し
、
修
祓
の
儀

が
行
わ
れ

一
同
祓
い
を
受
け
、

斎
主
以
下
御
本
殿

へ
着
床
。
綴

綴
五
（儀
の
進
行
の
も
と
斎
主

一

拝
、
斎
主

。
副
斎
主
に
よ
り
開

扉
が
仕
え
ら
れ
、
う
ず
高
く
盛

ら
れ
た
海
山
川
野
の
神
餞
十
二

台
が
大
前
に
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
柳
笛
に
納
め
ら
れ
た
幣
畠

が
供
進
さ
れ
、
斎
主

・
菊
池
管

長
よ
り
大
祭
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
、

御
神
霊
に
大
な
る
豊
穣
感
謝
と

更
な
る

一
同

へ
の
御
守
護
を
祈

念
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
国
家
の
繁
栄
と
世
の
安

寧
を
祈
り
、
浦
安
の
舞
が
橋
村
．

美
樹
先
生

。
林
日
奈
子
局
員
に

よ
り
士全
奏
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
参
列
者
を
代
表
し
て
本

曽
御
嶽
川
越
大
教
会

・
伊
藤
み

代
先
生
が
感
謝
の
詞
を
奉
読
さ

れ
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。

二
二
、

一三一一斉
主

■
ｉ
ニ
モ
三
異
三
（

一
二三
千
´
・
一三少
刷
一者
二

〓
・二
、一
二一三

二
〓
・
〓
工
〈信
條
■
二詈
三
〓
）

吾
三
三
三
奉
輿
に
■
一　
一二
デ
〓員

三
■
■
一■
し
、
引
〓
ニ
ゴ
ニ

，
■

一
〓■
一〓
ｉ
玉
畢
を
■
一，

一三
二

■
一二
〓
三
比
護
に
感
〓

）■
■

■
一，
■
二一一〓キ
一キ打
今
堂
■
‐
ニ
ニ
ー
ニ
〓

一ｒば
一ヽ
、オ
（一圭
一の
篠
戦、　
暮二
二
一
一一
、

一冨
貴
・ＴＩ

三
條
の
教
一一Ｆ

三一一菱

ミ
三
一
一
一Ｅ
一心
一合
、　
日
］一野
一
。
一〓
一一一」

主
ニ^ミ■
予
一
■
〈たＦ
い
、　
笙
書
三
二
■
（　
・〓

〓
、
ス二
二
・
込
省
員
一十
二二
・
二
一■

士
いヽ
ｒ
二
‐　
一一「
キ
Ｃ仕榎
い
二

、ヽ　
一三
一
）

書
三
（
・，
た
と
ま
し
に
な
し

・ヽ

参
■
讐
一環
（
御
礼
の
一一一ｔ
二
一垣

ｒ
ｉ
「
一　
慎
講
話
を
百
三
ま
し

た
‥
一^
■
四
月
二
十
日
を
二
■

て
退
職
■
、
林
日
奈
二
〓コ
一員
よ

・
４
首
一」ｔ

感
謝
の
意
〓、二
Ｆ
．ら

れ
ま
し
た
．

参進前の祭員

開雇う壊本 殿 祭 献 飯 の 儀

馬
場
い
さ
　
南
等
町
会
　
閉
金
剛

且０
バ

【神
奈
川
県
】
八
阪
青
山
御
祈
祷

所
井
上
直
幸
　
井
上
寿
子
　
丼
上

八
城
　
山
神
宮
勝
亦
健

一　
人
坂

宣
教
所
成
井
勇
吉
　
成
井
朝
江

成
井
康
雄

高
草
本
恒
雄

高
草

木
鎮
代
　
坂
本
人
千
代
　
池
田
美

恵
子
　
綴
綴
司
　
鈴
木
啓
司
　
永

田
雅
俊
　
松
野
昭
男
　
吉
田
雅
弘

島
田
好
子

【山
梨
県
】
吉
田
仁
六

【長
野
県
】
三
井
雅
之

【岐
阜
県
】
』具
中
神
社
　
」具
中
教

師
会
　
若
森
工
仁
　
若
森
正
道

若
森
秀
子
　
若
森
真
澄
　
林
日
奈

子
　
北
川
め
ぐ
み
　
梶
原
千
代
栄

岐
阜
中
教
院
奥
田
紀
明
　
岐
阜
県

教
師
会
　
金
刀
比
羅
神
社
杉
本
富

子
　
導
徳
中
教
会
古
市
文
江
　
小

川
千
代
子
　
古
市
享
　
小
川
晴
人

【静
岡
県
】
荒
浪
仁

一
朗

【愛
知
県
】
桃
太
郎
神
社
　
人
幡

天
水
宮
深
谷
章
男
　
遠
藤
貴
子

飯
田
容
子

【二
重
県
】
照
国
講
社
　
森
本
英

明
【滋
賀
県
】
滋
賀
米
原
小
教
〈
至
ロ

園
善
官
（　
曲
圏
綾
乃
　
高
橋
良

一

人
軒
真
澄
　
名
渡
明
枝
　
藤
野
カ

ズ
子
　
藤
本
晴
美
　
山
田
武
彦

【京
都
府
】
大
憲
天
祖
神
社
堤
龍

一
郎【大

阪
府
】
本
曲
大
教
会

【兵
庫
県
】
播
州
自
由
神
社
小
畑

教
子【奈

良
県
】
う
づ
め
大
教
会
木
村

剛
正
　
国
親
小
教
会
早
川
政
弘

大
神
茅
原
小
教
会
坂
目
光
二
郎

本
多
恵
　
岡
本
忠
宣

【高
知
県
】
高
知
中
教
院
吉
良
祝

人
　
吉
良
羊
子
　
吉
良
典
世
　
建

沼
道
夫

【福
岡
県
】
扇
森
稲
荷
神
社
長
元

祥
泰
　
後
藤
勇
　
松
崎
溝
也
　
石

山
晴
子
　
寺
田
勢
鶴
子
　
寺
田
癌

一
一　
永ヽ
瀬
幸
子

【大
分
県
】
尺
間
嶽
中
教
院
　
今

村
文
夫
　
三
浦
恒
良

【宮
崎
県
】
高
天
原
神
社
金
丸
タ

カ
子
　
金
丸
和
光
　
加
藤
和
代

藤
本
陽
子
　
高
崎
玲
子
　
江
崎
京

子
　
佐
藤
静
子
　
森
本
正

一　
井

上
睦
子

【鹿
児
島
県
】
黒
国
茂
賞

高
田

宮
子御

供
・物
御
奉
納
者

【北
海
道
』

函
館
敬
神
大
教
会
工
藤
隆
三

札
幌
八
幡
宮
菊
池
重
敏

日
天
講
社
石
川
澄
子

原
田
貴
史
　
村
本
牧
子

『曲
形
県
】

清
光
院
小
教
会
湯
上
弘
通

【埼
玉
県
】

深
田
神
社
深
田
佳
聖

國
井
高
子
　
岸
和
子

【千
葉
県
】

天
明
道
心
小
教
会
宮
崎
日
出
男

瞼
・・・・・・・・・一辣
写
・豪
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研
修
〈奄
笠
則
に
く

御
宏
葬
方
々

が
婦
人
会
に
よ
る
甘
酒
の
接
待

を
受
け
ら
れ
、
弥
栄
殿
で
の
直

会
は
御
希
望
者
の
み
の
参
加
と

し
、
御
参
拝
の
皆
様
に
は
お
弁

当
と
記
念
品
を
お
持
ち
帰
り
戴

き
ま
し
た
。
大
神
様
の
御
神
威

を
賜
り
改
め
て
互
い
の
絆
を
深

め
る
、
素
晴
ら
し
い
祭
典
で
し

た
。

こ
の
度
の
春
季
大
祭
斎
行
に
際

し
、
連
日
準
備
と
御
奉
仕
戴
き

ま
し
た
祭
員
並
び
に
教
師
、
東

京
婦
人
会

。
次
世
代
委
員
会
各

位
の
多
入
な
る
御
支
援
を
賜
り
、

更
に
、
全
国
の
教
場
長

。
教
師

の
皆
様
よ
り
の
、
御
神
餞
や
玉

串
料
を
御
奉
納
戴
き
、
盛
大
に

春
季
大
祭
を
斎
行
出
来
ま
し
た

事
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

感誘まの調 伊藤み代先生

|:ヽ・ヽ
‐ ヽヽ

役員玉串奉箕 斎主玉串奉箕 大祓詞・四大信條奉唱

直 会 本殿祭奉仕の祭員一同 参列者玉串奉貧

【東
京
都
】
白
髪須
神
社
品
川

一
夫

赤
木
瑞
彰

【岐
阜
県
】
』興
中
神
社
若
森
正
道

若
森
真
澄

導
徳
中
教
会
古
市
文
江

【京
趣
懸
網】

大
憲
天
祖
神
社
堤
龍

一
部

【兵
庫
県
】

播
州
自
由
神
社
小
畑
教
子

【奈
良
県
】
岡
本
忠
宣

【宮
崎
県
】
藤
本
陽
子

【鹿
児
島
県
】
高
田
宮
子

祭
典
奉
仕
者

（畿
称
路
）

斎
主

・
菊
池
重
敏
管
長

副
斎
主

。
長
元
祥
泰
薩
典
長

典
儀

・
綴
綴
司

祭
員

３
堤
龍

一
郎
、
和
圏
直
樹
、

大
熊
満
、
菊
地
康
倫
、
湯
上
弘
通
、

人
幡
悟
層
六
若
森
詮
彦
、
官
内
康
、

岩
上
直
樹
、
菊
池
重
忠
、
宮
国
楽

浦
安
の
舞

・
橋
村
美
樹
、
林
日
奈

子神
教
歌

・森
田
瑞
穂
、
永
井
栄
子
、

若
森
真
澄

伶
入

。
雅
楽
天
神
会

六
月
二
十

一
日
神
道
大
教
院

月
次
祭

に
■
わ
せ
午
後

一
時

よ
り
御
本
段
に
て
、
厳
か
な

雰
囲
気
の
中
、
夏
越
大
赦
の

神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

斎
行
に
先
立
ち
、
修
祓

の
儀

が
行
わ
れ
．
斎
主

一
拝

・

献
筆
の
儀

，
視
詞
奏
上
の
後
、

斎
主
よ
り

〓
司
に
大
祓
講
が

宣
ら
れ
ま
し
弓

続
い
て
額

物
神
事
に
お
い
て
、
解
縄

。

人
針

，
切
〓

・
形
代
神
事
を

執
り
行
な

〓
、
知
ら
ず
知
ら

ず

の
う
ち
に
犯
し
た
罪

・
機

れ
を
祓
い
清
め
、
四
大
信
條

・

き
よ
め
祓
の
歌
を

一
同
で
奉

唱
。
副
斎
主
よ
り
後
祓
詞
が

奏
上
さ
れ
、
残
り
半
年
を
無

病
息
災
で
過
ご
せ
る
様
に
と

願
い
、
各

々
玉
串

の
泰
箕
を

行
い
ま
し
た
。
祭
典
終
了
後

に
は
菊
池
管
長
よ
り
挨
拶
が

な
さ
れ
直
会
に
て
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。

人針神事

．
一
　

・・
・

，

　

一
〓
一

　

‐
・
　
　
　
一

一

一
　

〓
・
‐

．
　

一
一
一
一

　

一
一
‐
・
　

一

一

．一

・
　

・
一
一

　

　

　

　

　

一
一
一

・
　

一
一
‐
　

・
〓
●

　

，
・

▲
▲
一ｔ
ヽ
‘
』

ｏ
　
　
．

．
●
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ー

気
学
の
母
体
は
易
に
有
り
ま
す
。

そ
の
易
は
、
伝
説
的
な
中
国
最

古
の
三
皇
の

一
人
で
あ
る
伏
義

（ふ
つ
き
）
に
よ
っ
て
始
ま
り
、

周
の
文
工

（ぶ
ん
お
２

に
よ
っ

て
成
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
か
ら
五
千
年
以
前
の
古
代
中

国
に
絆
釜
我
上
管
晨

（し
ん
の
う
）

と
い
う
黄
帝

（こ
う
て
い
）
と

称
さ
れ
る
帝
が
い
ま
し
た
。
黄

帝
と
は
、
王
を
尊
く
価
値
あ
る

存
在
と
し
て
賞
賛
す
る
称
号
で
、

人
民
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
不
変

的
な
人
物
を
指
し
ま
す
。

こ
の
時
代
、
中
国
第
二
の
大
河

で
あ
る
黄
河
の
流
域
に
文
明
が

発
達
し
、
耕
作
さ
れ
、
盛
ん
に

開
墾
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

黄
帝
は
、
黄
河
の
大
洪
水
を
防

ぐ
た
め
治
水
工
事
に
着
手
し
、

そ
の
最
中
に
水
中
か
ら
、
不
思

議
な
姿
の
馬
の
遣
骸
が
現
れ
た

の
で
す
。
顔
は
龍
の
よ
う
で
、

身
体
が
馬
に
似
て
お
り
、
こ
れ

を
龍
馬

（り
ゅ
う
ま
）
と
称
し

ま
し
た
。

龍
馬
の
背
中
に
は
、
渦
を
巻
い

た
よ
う
な
旋
毛
が
生
え
て
、
い

く
つ
か
の
斑
紋
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
数
を
数

え
て
み
る
と
、
ど
う
も
不
思
議

な
数
を
表
し
て
い
た
の
で
す
。

偉
大
な
る
伏
義

。
神
農
は
、
こ

の
斑
紋
か
ら
易
の
原
理
で
有
る

数
の
配
列
を
霊
知
と
霊
感
の
指

導
に
よ
っ
て
読
み
取
り
ま
し
た
。

こ
れ
は

「河
図

（か
と
）
」
と

呼
ば
れ
先
天
定
位
の
元
に
成

っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

神
話
上
の
黄
帝
で
あ
っ
た
伏
義

・

神
農
か
ら
時
代
は
下
り
、
今
か

ら
三
千
年
前
、
易
の
成
立
に
関

わ
っ
た
と
さ
れ
る
の
が
、
実
在

の
黄
帝
で
あ
る
周
朝
の
始
祖

・

文
王
で
す
。

文
王
は

一
時
、
段

（い
ん
）
の

暴
君

・
紺
王

（ち
ゆ
う
お
う
）

に
よ
っ
て
麦
里

（ゆ
う
り
）
に

幽
閉
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
獄
中

で
周
易
を
書
き
、
後
に
万
民
に

示
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
易
学
と
、
古
代
中
国
思
想

の
土
台
と
成
っ
て
い
る
陰
陽
説

が
結
合
し
て
、
時
を
知
る
占
い

と
し
て
体
系
化
さ
れ
た
も
の
が

九
星
気
学
で
す
。

し
か
し
、
　
日
本
で
は
昔
、
気

学
と
は
言
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
明
治
、
大
正
か
ら
昭
和

の
初
期
に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん

ど

「九
星
術
」
と
称
さ
れ
、
相

性
を
見
た
り
、
方
位
や
家
相
を

見
た
り
、
年
回
り
の
運
気
を
見

た
り
し
た
の
で
す
“

『基
本
灼
性
格
】

陽
気
で
行
動
釣
な
性
格
で
、
男

女
を
問
わ
ず
、
負
け
ず
嫌
い
で

独
立
心
が
強
い
で
し
ょ
う
。

勘
も
鋭
く
、　
一
を
聞
い
て
十
を

知
る
タ
イ
プ
で
す
。

失
敗
し
て
も
、
す
ぐ
に
思
考
を

切
り
替
え
、
見
事
に
方
向
転
換

で
き
ま
す
。
情
報
に
敏
感
で
仕

事
も
バ
リ
バ
リ
こ
な
し
、
人
の

世
話
ま
で
も
買
つ
て
出
る
、
ま

さ
に
現
代
を
生
き
る
能
力
に
恵

ま
れ
て
い
る
人
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
優
れ
た
長
所
ほ
ど

一

転
し
て
短
所
に
な
る
も
の
。

短
気
で
怒
り
っ
ぼ
く
、
見
栄
っ

は
り
で
、　
一
見
強
く
見
え
ま
す

が
内
心
は
臆
病
な
と
こ
ろ
が
有

り
ま
す
。
そ
の
た
め
軽
挙
妄
動

（け
い
き
よ
も
う
ど
う
）
に
成

り
が
ち
で
、

「建
前
ば
か
り
で

本
音
な
し
」
に
成
り
か
ね
ま
せ

，ノ
Ｏ

Ｐ
ハ元

来
は
正
義
感
が
強
く
正
直
な

性
格
で
す
か
ら
、
短
所
を
良
く

自
覚
し
、
長
所

へ
の
転
換
を
図

り
ま
し
よ
う
．

中仕
事
の
特
徴
』

向
上
心
が
強
く
，
時
代
を
読
む

鋭
い
感
覚
が
有
り
、
頭
の
切
り

替
え
の
早
い
三
碧
本
星
の
人
は
、

若
い
う
ち
か
ら
頭
角
を
表
す
人

が
多
い
で
し
ょ
う
。

明
る
い
社
交
性
の
有
る
性
格
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ツ
シ
ュ
な
活
動
力
を

生
か
せ
る
職
業
に
就
く
と
、
持

っ

て
生
ま
れ
た
才
能
を
十
分
に
発

揮
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
才
知
に
走
り
、
独
断
的
で
、

共
同
作
業
が
警
手
。
周
囲
か
ら

浮
い
た
存
在
に
成
る
事
が
多
い

の
も
こ
の
タ
イ
プ
で
す
。
ど
ん

な
仕
事
で
も
自
分
の
立
場
を
わ

き
ま
え
、
謙
虚
さ
と
協
調
性
を

忘
れ
ず
に
。
周
囲
と
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
、
着
実
に
自
分
の

道
を
進
み
ま
し
よ
ン■

三
碧
木
星
の
人
の
適
職
は
、
編

集
者
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ジ
ヤ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ヤ
ン
、

通
訳
ぃ
マ
ス
コ
ミ
ｏ
メ
デ
ィ
ア

・

広
告
関
係
、　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
噺
家
、
電

気
通
信
技
術
者
、
Ｉ
Ｔ
関
連
な

ど
で
す
。
学
術
関
係
や
経
理
関

係
に
は
向
き
ま
せ
ん
。

【ホ
〔退父
の
特
撼
黙】

積
極
的
で
好
奇
心
の
旺
盛
な
三

碧
木
星
生
ま
れ
の
恋
愛
は
、

「当
つ
て
砕
け
ろ
」
の
パ
タ
ー

ン
。
好
き
に
成
る
と

一
途
で
、

恋
の
駆
け
引
き
な
ど
考
え
ず
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
ア
タ
ツ
ク
す
る

情
熱
的
な
タ
イ
プ
で
す
。

は
つ
ら
つ
と
し
た
魅
力
が
周
囲

を
ひ
き
つ
け
、
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ス

に
も
数
多
く
恵
ま
れ
ま
す
。

た
だ
、
飽
き
っ
ぱ
く
、
あ
ま
り

に
率
直
す
ぎ
て
デ
リ
カ
シ
ー
に

欠
け
る
点
も
有
り
ま
す
。
そ
う

し
た
言
動
が
、
周
囲
か
ら
は
、

わ
が
ま
ま
で
マ
イ
ペ
ー
ス
な
人

と
思
わ
れ
が
ち
で
、
大
人
の
恋

は
苦
手
で
す
。
物
事
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
包
容
力
の
有
る
相
手
が

理
想
的
で
し
ょ
う
。
婚
期
は
早

い
方
で
す
っ
亦
篤
父
で
は
子
ど
も
っ

ぱ
い
面
が
有
り
ま
す
が
、
い
ざ

結
婚
す
る
と
、
冷
め
る
事
の
無

い
保
護
者
的
愛
情
で
相
手
を
包

み
込
み
、
明
る
く
に
ぎ
や
か
な

家
庭
を
築
き
ま
す
。
女
性
の
場

合
は
、
目
う
る
さ
い
妻
に
な
ら

ず
、
甘
え
上
手
に
な
る
事
が
、

夫
婦
門
満
の
秘
訣
で
す
。

『知
っ
て
お
き
た
い
幸
せ
に

な
れ
る
九
星
気
学
入
門
』

株
式
会
社

神
宮
館

発
行

著
者
　
歴
作
家

大
教
正
　
井
上
象
英

ゴ
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癸
繭
雉
文
瘍
鰈
ё
繹
薇

梅
雨
真
っ
盛
り
の
六
月
十
七
日

か
ら
十
九
日
ま
で
の
三
日
間
、

神
道
大
教
九
州
教
師
会
主
催
の

第
十
六
期
第
二
国
目
九
州
教
師

会
研
修
会
が
菊
池
管
長
先
生

機

長
元
確
典
長

。
大
熊
典
礼
を
お

迎
え
し
、
九
州
教
区
庁

・
扇
森

稲
荷
神
社
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

初
日
の
長
元
纏
典
長
に
よ
る
基

本
祭
式
に
於
い
て
は
、
姿
勢
や

所
作
に
つ
い
て
の
指
導
、
ま
た

神
道
史
の
座
学
で
は
、
受
講
生

に
も
理
解
し
や
す
い
内
容
に
て
、

講
義
を
進
め
て
戴
き
ま
し
た
。

二
日
颯
の
午
前
中
の
宗
教
学
、

祭
祀
概
論
に
つ
い
て
は
大
熊
典

礼
が
担
当
さ
れ
、
日
本
人
の
身

近
一な
宗
教
の
あ
り
方
な
ど
、
数
々

の
事
例
を
交
え
て
の
話
を
戴
き

ま
し
た
。

管
長
講
話
で
は
、
初
心
者
に
も

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
詩
吟
を

指
導
し
て
戴
き
ま
し
た
。
基
本

祭
式

。
総
合
祭
式
で
は
、
長
元

稽
典
長
、
大
能
量
（礼
が
指
導
に

あ
た
り
、
正
し
い
姿
勢

。
祭
式

の
復
習
を
行
い
、
充
実
し
た
祭

式
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
は

「九
州
教
師
物
故

者
慰
霊
祭
」
が
受
講
者
全
員
で

行
わ
れ
、
緊
張
の
中
に
も
厳
粛

に
祭
典
を
奉
仕
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た

閉
講
式
で
は
修
了
書
の
授
与
、

菊
池
管
長
か
ら
の
講
評
を
戴
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
会
と
懇
親
会
が
会

場
を
移
し
て
行
わ
れ
、　
コ
ロ
ナ

感
染
に
注
意
し
つ
つ
も
私
や
か

な
雰
囲
気
で
親
睦
を
深
め
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

（屋
〈禁
整
・算
鉦
性

松
崎
潤
也
）祭式作法

講師 受講生 集合写真 物故者慰霊祭 献蟹 管長講話

釉
蜆
脩
鶉
《奮
瘍
鰊
辣
飩

○
参
加
条
件

現
職
教
師
及
び
本
教
教
師

・
教

場
後
継
者
と
し
て
布
教
活
動
を

志
願
す
る
方
。
初
任
の
方
は
教

場
長

。
現
職
教
師

（教
師
取
得

年
限
及
び
実
務
経
験
が
五
年
以

上
）
の
推
薦
を
得
て
、
検
定
委

員
よ
り
許
可
さ
れ
た
方
に
限
り

ま
す
。

○
会
　
場
　
　
神
道
大
教
本
局

○
圏
　
程

攣全
舅
過
程
轟

人
月
二
十
二
日

（月
）

～
二
十
ｔ
目

（目
）
ま
で

攀』削
半
過
程
攀
現
任
者
の
み

人
月
二
■
二
日

（月
）

～
二
十
三
日

（本
）
ま
で

攣後
半
進
種
攀
現
ほ
者
の
み

人
月
二
十
三
日

（本
）

～
二
十

三
〓

（日
）
ま
で

の
・費
　
轟

攀全
輝
逼
種
暴

受
講
料
　
一
一万
三
十
円

一筆
泊
料
　
一
一万
人
千
曜

）

【麟
半

。
後
半
遇
種
』

受
講
料
　
四
万
三
千
岡

宿
泊
料
　
一
万
困
千
潤

通
い
の
方
は
、
昼
食
代
が
別
途

か
か
り
ま
す
。

（
一千
円
程
度
）

※
都
合
に
よ
り
受
講
を
途
中
で

終
え
る
場
合
で
も
、
納
入
費
用

の
差
引
の
返
済
金
は
致
し
ま
せ

ん
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

○
申
込
方
法

受
講
希
望
者
の
方
は
、
崚疑
璃
弔

鰹
鰯
鷲
飛
凝
疑
螂
．に
、
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
送

付
し
て
下
さ
い
。

初
任
者
の
方
は
、
履
歴
書

・
住

民
票
‘
証
明
写
真

（二
五
〇
饉

×
四
二
〇
融
）
を
必
ず
添
付
し

て
下
さ
い
。

摯注
】
笏
及
び
衣
装
類
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
局
で
の
準
備
ま

た
注
文
は
お
受
け
致
し
ま
せ
ん

の
で
、　
　
　
　
　
　
　
談
の
上
、

各
自
で
（響
星
患
下
さ
い
ま
す
様
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

※
尚
、
研
修
内
容
を
変
更
す
る

事
も
ご
ざ
い
ま
す
。
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暑
中
御
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

，
一
　

・
■
●
一
一

責
儀
役
員

一
国

大
会
議
議
員

一
同

神

道

大

教

院

総
代

一
購

名
誉
管
長

総  管

長 監菊 長本

元  池  村

祥  菫  闇球

泰  敏  正

盆
▼
や
豊
ス
ま
れ
幌
へ
棒
會

宮

　

司

一　
一
■
●

，
一
一
‐

一
　
・
．

　

・
　

・
―
―

・
一
■
●
一
一

．　
　

．
・　
・　

　

一　
　

．

〒
〇
六

一
―

一
二
六
人

北
海
道
北
広
島
市
輸
厚
中
央
五
―
三
―

一
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ

一
一
―
三
七
七
―
三
二
人
人

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ

一
一
―
三
七
七
―
醒

一
九
人

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｆ
５

，
＼
＞
〓
ｏ
０
８
ご
０
●
ヨ
●
一お

，
３
ヨ

・

一
■

■
■
●

●
■

――
■

―

神
道
大
教

同

藤

錮
筐

菫

千
六
〓
〓

―
○
○
〇
三

奈
良
市
中
登
美
ケ
丘

ニ
ー
上

九
人

一
―

七
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
理
二

（四
六
）
二
五
六
二

紳
饉
大
鑢
　
銀
蟷
鷺
鶴
畿

富
電
鵞

地

元

宏

爾
宣
艤

鑢

康

倫

〒
九
九
〇
―
・〇
五
二
霞

山
形
県
寒
河
江
市
高
松
二
人
○

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
二
三
七
―
入
七
―
二

〇
二
人

lr r I I r r I r r r a r r f r

函
館
敬
神
大
教
会

・
　

　

１
．
●
〓

●
―

　

・

１
１
■

〒
〇
四
〇
―
○
〇
七
困

函
館
市
松
川
町
二
十
二
―
十
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇

一
三
人
―
困

一
―

二
七
二
五

神
道
大
教

雌
賀
ネ
碁
挙
晟
会

聰
祗
了

奮

爾

墨

賞

〒
五
二

一
―

○
〇

一
二

滋
賀
集
米

原
市
米
原
七
０
四

連
絡
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
六
―

六
九

一
〇
１
人

六

五

一

自
然
舎
内

一
●
Ｉ

■
■

―

一
■

●
〓
〓ヽ．　
■
１

，
■
一
　
ｒ
ｔ
．　
・〓
■
・●
〓
●
■
●
■
●
〓

，
―
●
〓
●
■
―
　
一
　
〓●
■

，
■
　
●
■
●

数
会
長
富
鐵
嬢
太
郎

〒
三
五
六
―
〇
〇
二
人

ぶ
じ
み
野
市
西
原

Ｔ
～
一
―
十
人

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
量
九
―

二
六

Ｔ
Ｉ
二
人
三

一

官
司
富

鐵

博

菫

〒
九
九
七
―
〇
二
一
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
二
革
―
六
二
―
三
二
六
人

山
形
県
鶴
麟
市
羽
黒
町
手
向
二
二
五

機つ
づ
纏
大
畿
畿

教
会
長

副
教
会
長

木
総
ｙ
菫

本
総
攀
手

千
六
三
〇
―

人

三
二
七

奈
良
市
中
筋

町
二
四
―
上

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
幽
ニ
ー

ニ
ニ
ー

二
四

一
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
七
四

二
―

九
二
―

七
三

二
四

懇呉
申
鼈
骰

〒
五
〇
二
人

）
八
五
七

岐
阜
市
正
本
二
三
大
―

二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
人
―

二
二
九
―
三

一

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
五
人
―
二
二
九
―
三

一
九 人
四〇

扇森種荷神社 富司

長 元 祥 泰
家内安壼・薔艶驚桑 `籠除・アヽ芳絵・交議安全 ,病気事選・穣繊衰

朝宮籍 t議鼻・子室成就・警聾・率縣驚曇 ‐翌葉戒渤:・ 合格瞬顧

聴譲驚・峨工祭・■織祭・賽奮祈最奈 '神葬祭・各種摯祷祭

〒822-0034 福岡県直方市山部 448-1

電言舌・FAX 0949-22-4972

栄
珠
稲
荷
粋
社

三

■

〒

一
五
四
―
○
○
〇
五

世
圏
谷
区
三
宿

Ｔ
Ｉ
十
四
―
二
十
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
―
三
四

一
四
―
五
五
七
五

壽

十

■
二

十

…
ヽ
■

井

上
（神
道
大
教
　
大
会
議
議
員
）

複舞 :露
:落

｀
ヽ  

‐

  .:・

菫  ■・

英
=

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

種

大

神

宮

壼
飯

井

富

再
襲
祭
祀
天
襲
大
教
会

教
会
長

小

糠

宗

覇

一Ｔ
一
一
四
―
○
〇
二
三

北
区
滝
野
川
五
―
三
十
二
―
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
―
二
九

一
六
―

二
二
七
六

響

腱

■

督

壼

口

目

国

理

饉

睡

藝

睡

Ｅ

Ｅ

Ｅ

菫

●

菫

鬱

菫

饉

藤

薇

菫

菫

菫

疇

凛

甕

艤

甕

彗

薔

Ｅ

Ｅ

Ｅ

■

薔

嘲

目

鬱

濯

甍

理

露

腱

機

種

環

磁

菫

職

経

整

壼

園

目

露

■

●

■

■

●

■

薔

■

〓

饉

霰

霧

●

■

■

■

●

●
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一縁
無
中
教
饒

院
長
吉

良

視

人

鑽
長
書

良

典

懺

顧
間
書

良

羊

子

〒
七
八
〇
―
○
〇
四
三

高
知
市
寿
町
三
―
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
人
八
―
人
三
四
―

二

一
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
人
人
１
人

二
園
―
七
人
六
七

神
道
大
教

大
山
紙
神
社

富

理
鰈
菫
骰
飩

一Ｔ
七

一
九
―
二

一
一
二

岡
山
県
高
梁
市
川
面
町

一
九
二
人

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
入
六
六
―
二
六
―
〇
〇
五
六

高
天
原
神
社

〓
・■■
％
ざ
雖
予

〒
入
入
○
―
Ｏ
Ａ
七
七

宮
崎
市
宮
脇
町
入
囲

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
九
八
五
―

二
七
―

一
五
七
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
九
人
軍
―
二
人
―
上

二
〇
二

爾
筐
綺
∴
蜆
爽
跛
瞼

書
三

網

千

裕

仁

〒
六
七
六
‥
Ｏ
Ｏ
Ａ
二

兵
庫
県
高
砂
市
曽
根
町

一
七

一
人
―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
九
―
四
四
人
―
一
二
三
二

神
道
大
畿

ス
鋪
藪
輩
毅
釉

天

辟

鐙

量

〒
八
七
六
―
〇

一
〇
二

人
分
県
像
機
市
弥
生
民
間
九
囲
六
―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
九
七
二
―

四
六
―
上

圏

一
一

構
真
難

‐１．
議
会

教
会
長

湯

止

欝塾
通

〒
九
九
九
―
三

一
六
三

山
形
県
上
山
市
軽
井
沢

一
―
上
―
三
六

怒
感
攀
懇
鵞
轟

線
璃
輩
醸
坊

べ
象
長
員
舞
鰺
咸
一罐

責
任
負
ジえ
な
家
舞
人

〒
三
七
〇
―
二
三
饉

一

群
馬
県
高
鑢
華
穣
名
曲
町

一
〇
二

〒

一
七
五
―
○
〇
九
二

薫
東
糠
板
機
区
赤
蹴

丁
…
十
１
七

暑
中
御
見
舞
ひ

申
し
上
げ
ま
す

rllltrrrrrarraa,

武
響
崚蛾
菫
馨
彎

勒

會
鶴邊

饉

一
諄

〒
六

一
六
―
八
一
人
西

京
挙
市
若
京
区
太
基
ヤ
筋
町

一́―
十

Ｔ
Ｅ
Ｌ
ｏ
た
ユ
ー
人

大
曽
―
ユ
ニ
ハ
一
二

警

明

神

社

書

壌

明

進

会

織

非

饉

子

松
井
繋
太
郎

源
爾
神
社

富
司
深

躍

佳

菫

Ｔ
三
四
九
人

）
一
四

一

埼
玉
県
蓮
国
市
西
新
宿
ニ
ー
九
人

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
人
―
七
六
九
―
五
五
五
三

神
道
大
教

あ
か
つ
き
仙
台
分
教
会

代
表
役
員

鎌 堀

露 川

光 秀

彦 夫

暑
ヤ
衛
見
舞
い

や
し
上
げ
ま
す

大
会
議
議
員

灘

彙
懸
兆
彗
度

〒
二
三
七
１
０
〇
七
二

神
奈
川
県
横
須
賀
市
長
浦
町
二
―
大
六

彗 彗

十尋

||::==|

富

電
齊

藤

鶴

．　
■
●
■

■
―

〒
二
七
二
―
○
○
〇

一

千
葉
県
松
戸
市
幸
田
ニ
ー
ニ

人
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
困
七
―
三
四

一
―

一
二
九
四

で

錮

瑯

爾

錮

趣

剛

目

攘

□

曇

澤

曇

鬱

曇

選

麗

継

層

霧

議

置

饉

璽

理

機

艤

苺

鐵

菫

壼

薔

経

璽

醸

顆

璽

層

口 ,日 ●● ロロ ●■ ●コ ●■日「

理

菫

機

電

菫

壼

鬱

機

摯

霧

層

黎

菫

轟

曖

籠

曇

理

露

壼

彗

目

瀬

曇

菫

華

壺

薔

壼

颯

菫

霧

饉

輌

菫

蒻

願
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暑
申
御
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

臓

理

■

量

姜

彗

口

Ｅ

薔

薇

量

藤

疇

澤

目

自

躊

Ｅ

口

■

●

■

Ｅ

Ｅ

Ｅ

■

Ｅ

Ｅ

●

薔

霧

薔

〓

薔

曇

Ｅ

Ｅ

Ｅ

」
「

神
道
大
教

炒

咎

會

會
電
　
線

亦

徒

一

盆
刀
比
羅
神
社

〒
五
〇

Ｔ
Ｉ
二
九

一
四

鎮
阜
県
関
市
鋳
物
師
屋
三
―
三
―
十
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
五
七
五
―
三
二
―
三
四
人
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
五
七
エ
ー
三
二
―

三
四
六
三

た

た

ら

神
道
大
教
　
輸
籍
神
社

〒
二
七
二
人

）
一
一
三

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
道
野
辺
中
央

一
―
ニ
ー
十

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
七

（四
四
三
）
○
〇
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
四
七

（四
国
四
）
九
四
〇
三

暑
中
御
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

神
道
伊
勢
月
日
布
教
所

大

念

寺

剛

暑
申
お
見
蝙

い

申
し
上
げ
菫
す

静
逍
人
教

貞

鳩

　

　

●

■

〒
Ａ
Ｏ
三
―
○
人

一
六

福
岡
県
北
九
出
市
小
倉
驚
区

金
田
二
丁
ロ
ニ
ー
上

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
二
―
五
八
三
―
六

一
人
三

縁
や
覺
灘

嵐
属

一一
壽
ｔ

ｉ

〒
四
五
三
―
○
○
二

一

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

松
原
町

一
―
四
二
―
二

朦
輩
ぶ
鑢
舞
い

や
鮭
量
げ
譲
鸞

直
属

三
浦
恒
良

〒
Ａ
七
〇
―
〇
九
二
六

人
分
県
大
分
市
岩
田
町

一
―
七
―

二

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
〇
Ｉ
Ａ
六
六
人
―
七
八
三

一

鞣
武
轟
鷲
織

農
範
会
鑢

ギ
ャ
』フ
リ
ー
膏
　
霧
（爾
繭
爾
）

代
嚢
簸
締
役
社
農

池
購
美
恵
手

東
京
都
中
央
区
銀
藤
三
―

一
〇
―

一
九

美

術

家

会

館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
―
二
五
四
二
―
二
四
人

〓
憫

管
長
の
動
向

（対
外
行
事

。
事
務
局
）

責
任
役
員
会
朧
催

目ｆ
百
基
（

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

神
道
大
教
四
本
本
稲
荷
神
社
月
次
察

一中
旬
祭

神
道
教
歌
他
レ
コ
ー
デ
イ
ン
グ

（
ア
ク
セ
ス
ス
タ
ジ
オ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ａ
）

月
次
祭
斎
行

職
員
歓
送
迎
会
開
催

月
首
祭

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
轟
驚

神
道
講
座

彬
子
女
王
殿
下
昼
食
会

（国
學
院
大
學
）

神
道
講
座
　
　
　
　
　
（國
學
院

天
學
）

管
長
教
場
訪
間

東
京
都

「神
道
大
教
歯
髪
神
社
一

神
道
大
教
四
本
本
種
荷
神
社
魔
次
嬢

中
旬
祭

九
州
教
区
研
修
会

（扇
森
稲
荷
神
社
）
三
日
問

月
次
祭

・
夏
越
大
祓
式
斎
行

会
計
監
査

金
光
教
教
主
就
任
祝
賀
会

（東
天
紅
）

東
京
都
教
派
神
道
連
合
会
理
事
会

・

懇
親
会

（明
治
記
念
館
）

日
本
宗
教
連
盟
評
議
委
員
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
М
）

月
首
祭

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
議
席

（鐵
撃
院
大
學
）

神
道
大
教
麗
本
本
稲
荷
神
社
月
次
祭

中
旬
祭

月
次
祭

。
中
元
霊
察
斎
行

六

月

_L
:

日

二

日
一
日

十 十  九 人 一

日  日 日 日

四

月
二
月

二 十 十  十
十 _

十
　
三
日

十
　
五
日

十

・七
日

三
日

五
日

一
日

二
十

一
日

二
十
二
日

二
十
三
日

二
十
七
日

二
十
人
日

七
月

　

一　

　

日

二
十
二
日

一　

　

　

日

十
　
　
日

十
　
三
日

十
　
五
日

十
　
九
日
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教
派
神
道
連
合
会
は
、
六
月
九

日

・
十
日
に
國
學
院
大
二
重
吊
盤

松
ホ
ー
ル
で
、
教
派
連
加
盟
十

二
派
の
教
師

・
信
者
ら
の
相
互

交
流
と
資
質
向
上
を
目
的
に
し

た
、

「神
道
講
座
」
を
三
年
振

り
に
開
催
し
ま
し
た
。

三
笠
宮
彬
子
女
王
殿
下
が
最
初

に

「日
本
の
文
化
の
素
晴
ら
し

さ
」
と
題
さ
れ
て
、
御
自
身
が

総
裁
を
務
め
ら
れ
る

「
一
般
社

翻
壊
一本
趣
墜
口
↑
ん
ゆ
ｐ
しよ

」

の
御
活
動
を
通
し
て
、
子
供
ら

に
文
化
の
継
承
、
伝
統
技
術
の

大
切
さ
を
、
実
体
験
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
て
い
る
事
や
、　
一伝

統
は
残
す
も
の
で
は
無
く
、
残

る
も
の
」

「伝
統
を
守
る
と
言

う
事
は
百
年
後
を
残
す
事
」
等

の
内
容
の
お
話
し
を
分
か
り
易

く
御
講
義
戴
き
ま
し
た
。

「神
道
の
祭
祀
と
日
本
人
の
死

生
観
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
學
院

大
撃
茂
木
貞
純
名
誉
教
授
、
石

井
研
士
、
藤
本
頼
生
両
教
授
又
、

東
北
大
学
佐
藤
弘
夫
教
授
他
講

師
に
よ
っ
て
七
講
義
が
開
か
れ
、

参
加
者
は
、
日
本
人
の
死
生
観

や
神
道
の
葬
儀
祭
祀
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
各
教
団
毎
に
國
學

院
大
學
針
本
正
行
学
長
よ
り
修

了
證
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

箕
咸
議

通
邊
各
冬

各教団代表者に修了證授与

受
講
者
感
想
文

教
派
神
道
連
合
会
主
催

『神
道

の
祭
祀
と
日
本
人
の
死
生
観
』

神
道
講
座
に
参
加
さ
せ
て
戴
き
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
改
め
て

感
じ
た
事
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
。

私
は
、
五
歳
の
時
か
ら
母
の
自

転
車
の
後
ろ
に
乗
り
、
四
歳
年

上
の
兄
と
二
人
で
空
手
道
に
精

進
を
続
け
、
今
年
で
四
十
年
目

に
な
り
ま
す
。
私
も
兄
も
今
も

な
お
、
稽
古
と
子
供
達
の
指
導

に
精
進
さ
せ
て
戴
き
、
私
の
人

生
は
空
手
道
と
家
族
と
出
会
っ

た
多
く
の
人
々
と
共
に
生
き
、

学
び
、
生
か
さ
れ
、
支
え
ら
れ
、

助
け
ら
れ
て
き
た
の
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

今
に
思
い
返
せ
ば
、
空
手
道
が

私
た
ち
兄
弟
の
よ
り
ど
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
空
手
道
と
の
人
生
に
お
い

て
、
た
く
さ
ん
の
別
れ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
二
つ

の
大
き
な
大
切
な
人
と
の
別
れ

が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
二
十
三
歳
の
時
に

五
歳
か
ら
共
に
空
手
道
を
精
進

し
て
い
た
同
級
生
と
の
別
れ
で

し
た
。
私
に
と
つ
て
彼
は
、
兄

弟
の
よ
う
に
育

っ
た
家
族
で
あ

り
同
志
で
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り

ま
し
た
。
私
が
空
手
の
稽
古
中

に
彼
は
交
通
事
故
に
遭
い
亡
く

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
つ
ら
い

日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、
彼
が

私
に
最
後
に
伝
え
残
し
て
く
れ

た
の
は

「笑
顔
」
で
し
た
。
今

も
な
お
、
彼
と
の
十
八
年
間
の

空
手
道
の
思
い
出
は
私
の
人
生

の
基
本
と
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

二
つ
目
は
、
八
年
前
に
母
を
交

通
事
故
で
亡
く
し
ま
し
た
。

私
は
、
あ
る
時
か
ら
亡
く
な
る

日
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
日
、
圏
舎
の

母
に
電
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
私
の
空
手
の
師
匠
か
ら

の
指
導
を
受
け
て
の
行
動
で
し

た
。

母
を
亡
く
し
た
後
に
、
そ
の
目
々

の
電
話
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ

と
が
出
来
た
時
、
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。
私
と
兄
を
空
手
道
に

導
き
、
続
け
さ
せ
て
く
れ
た
母

が
私
に
最
後
に
残
し
て
く
れ
た

こ
と
は
、

「人
を
許
す
心
」
で

し
た
。
母
は
い
つ
も
、
誰
よ
り

苦
し
み
悲
し
む
私
に
夢
の
中
で

言
い
ま
し
た
。

「私
の
人
生
は

幸
せ
で
し
た
」

空
手
道
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
今
で
は
、
神
道
に

ま
で
も
お
導
き
難
き
、
た
く
さ

ん
の
御
指
導
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
神
社
、

神
様
、
先
生
方
、
空
手
道
、
生

徒
の
子
供
達
と
共
に
、
精
進
さ

せ
て
戴
く
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

あ
ら
た
め
て
幸
せ
に
気
付
か
さ

れ
る
神
道
講
座
で
し
た
。

（良
和
神
社

宮
内

康
）講演会場 閉講式
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惧 輯

仄爾
滲
壽卜

l蜀瞼

録 憑

颯 隆

漑

饂
陪

櫻

攀一《

屹

幌

《
奮
颯

魏

塞

六
彗

○
参
加
条
件

本
教
教
師

ゆ
教
場
後
継
者
と
し

て
布
教
を
志
願
す
る
方
．

（教

師
補
命
希
望
の
方
は
、
通
算
三

回
の
受
講
す
る
必
要
が
ご
ざ
い

ま
す
）

◎
△
菫　
場

千
葉
県
松
戸
市
幸
田
三
の

一

五
九

香
取
駒
形
神
社
内

・
集
会
所

○
日

程

九
月
二
十
六
日

（月
）

～
二
十
六
日

（水
）
ま
で

○
費
　
用

、受
講
料
　
三
万
円

（そ
の
他
い
昼
食
代
実
蕎
雹
（担

・

宿
濃
施
設
は
各
自
御
準
備
下

さ
い
）

※
都
合
に
よ
り
受
講
を
途
中
で

終
え
る
場
合
で
も
、
納
入
費
用

の
差
引
返
金
は
致
し
ま
せ
ん
の

で
、
予
め
御
了
承
下
さ
い
。

○
申
込
方
法

受
講
希
望
者
の
方
は
、

麟恥ヽ
ピゃハ蘇叡
′Ｄ黙薬
ンＱ
″に
、　
±十一ス〓菫
】一
一

必
要
事
項
を
記
入
の
上
送
付
し

て
下
さ
い
〓

【注
】
笏
及
び
衣
装
類
に
つ
き

ま
し
て
は
、
準
備
ま
た
注
文
は

お
受
け
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
各

自
御
用
意
下
さ
い
ま
す
様
お
願

い
致
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

〒

一
〇
六

・
〇
〇
三

一

港
区
西
麻
布
四
丁
目
九
番
二
号

神
道
大
教
本
局

電
話
〇
三
。
三
四
〇
七
・
〇
五
二
四

※
状
況
に
よ
り
、
受
講
人
数
の

制
限
を
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

い９

ど
ぽ
′
ど
Ｐ
゛

九

月

九

宗
教
法
人
解
散
公
告

宗
教
法
人

「神
道
大
教
高
良
中
教
会
」
は
、
令
和
四
年

一
月
十
日
開
催
の
責
任
役
員
会
の
議
決
に
よ
り
解
散
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
事
に
つ
い
て
異
議
の

あ
る
方
は
、
令
和
四
年
二
月
二
十
日
ま
で
に
、
意
見
を

申
し
述
べ
て
下
さ
い
。

宗
教
法
人
法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
広
告

し
ま
す
。

令
和
四
年

一
月
二
十
日

信
者
そ
の
他
利
害
関
係
人
各
位

住
所
　
大
阪
府
東
大
阪
市
大
平
寺

一
丁
目
二
番
地

宗
教
法
人

「神
道
大
教
高
良
中
教
会
」

代
表
役
員
　
士霧
村

秀

昭

宗
教
法
人
解
散
公
告

宗
教
法
人

「神
道
大
教
天
聖
神
社
」
は
、
令
和
四
年

二
月
二
十
二
日
開
催
の
責
任
役
員
会
の
議
汀
に
よ
り
解

散
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
事
に
つ
い
て
異

議
の
あ
る
方
は
、
令
和
四
年
人
月
八
日
ま
で
に
、
意
見

を
申
し
述
べ
て
下
さ
い
。

宗
教
法
人
法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
一に
よ
り
広
告

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

令
和
四
年
六
月

一
日

信
者
そ
の
他
利
害
関
係
人
各
位

住
所
　
東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
氷
川
九

一
人
番
地

宗
教
法
人

「神
道
大
教
天
聖
神
社
」・

代
表
役
員
　
齊

藤
　
寅

餘

浴

仄

颯

辣

滲

林

日
奈
子

神
道
大
教
で
約
二
年
巫
女
と
し
て

勤
め
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

私
が
勤
め
る
中
で
部
象
に
残
つ
て

い
る
事
は
、
や
は
リ
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
す
。
令
稀
二
年
の

四
月
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
し

不
要
不
急
の
外
出
が
制
限
さ
れ
、

春
季
大
祭
を
局
員
だ
け
で
斎
行
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
奉
仕
の
先

生
や
参
拝
者
の
方
々
が
参
加
さ
れ

な
い
祭
典
は
、
今
写
真
を
見
て
も

寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
で

す
が
、
日
頃
か
ら
神
道
大
教
院
の

大
神
様
に
心
を
お
寄
せ
戴
い
て
い

る
皆
さ
ま
の
お
気
持
ち
と
、　
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
早
く
終
息
し
生
活

が
戻
り
ま
す
様
に
と
心
を
込
め
て

浦
安
の
舞
を
奉
納
さ
せ
て
戴
き
ま

し
た
。

神
道
大
教
の
歴
史
の
中
で
様
々
な

出
来
事
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
い
い

出
来
事
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
大

教
の
大
神
様
の
お
側
で
お
使
い
す

る
事
が
で
き
た
経
験
は
私
の
人
生

の
中
で
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し

た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
先
生
、
信
徒
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
は
教
師
と
し
て
皆
様
と

一
緒
に

活
動
し
神
明
奉
仕
に
励
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
祭
や
本
局

で
お
会
い
し
ま
し
た
ら
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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⑮
鸞
枡
悽
蜀
絣
靡
讀
鱚

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
―
七
―

人
に
鎮
座
す
る
、
宗
教
法
人

「神
道
大
教
白
獲
神
社
」
に
菊

池
管
長
が
教
場
訪
間
を
し
ま
し

た
。

自
髪
神
社
は
、
初
代
宮
司
齋
藤

カ
ツ
先
生
が
神
様
よ
り
霊
感
を

授
か
り
、
御
縁
の
あ
る
方
々
を

教
え
導
く
中
、
次
第
に
そ
の
御

蔭
が
伝
え
広
が
つ
て
、
大
勢
の

信
者
が
神
社
に
集
ま
り
、
信
仰

が
広
が
り
ま
し
た
。

神
様
が
カ
ツ
先
生
に
乗
り
移
り
、

神
が
か
り
に
教
え
導
く
姿
を
、

当
時
小
学
生
で
あ
っ
た
、
現
在品川権富司御夫妻と共に

の
権
宮
司
品
川

一
夫
先
生
が
実

体
験
と
し
て
生
々
し
く
記
憶
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ

そ
の
頃
か
ら
、
神
様
の
存
在
を

信
じ
、
今
回
の
信
停
に
培
わ
れ

て
い
ま
す
。

初
代
カ
ツ
先
生
が
、
昭
和
二
十

年
に
七
十
二
歳
で
亡
く
な
ら
れ
、

御
主
人
の
齋
藤
幸
太
先
生
が
跡

を
継
が
れ
、
昭
和
六
十
二
年
に

亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
二
代
目
宮

司
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
御
息
女
の
品
川
幸
子

先
生
が
三
代
目
宮
司
を
継
が
れ
、

信
者
の
教
化
に
務
め
ら
れ
ま
し

た
。

平
成
十
二
年
に
現
在
の
ビ
ル
を

建
て
ら
れ
、　
一
暗
を
神
殿
と
し

て
、
御
祭
神
の
神
道
大
教
院
の

御
分
霊
並
び
に
素
義
鳴
命

。花姫稲荷   ビル全体

白
髪
神
を
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

又
、
ビ
ル
横
の
敷
地
内
に
祠
を

建
て
、
品
川
家
の
ゆ
か
り
の
神

と
し
て

「花
姫
稲
荷
神
」
を
祭

祀
さ
れ
て
い
ま
す
。

品
川
幸
子
先
生
が
、
令
和
三
年

五
月
二
十
日
に
御
逝
去
さ
れ
て

よ
り
、
御
子
息
の
権
宮
司
晶
川

一
夫
先
生
が
代
務
者
と
し
て
神

社
を
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

晶
川

一
夫
先
生
は
、
平
成
四
年

に
神
道
大
教
の
教
師
と
成
ら
れ

ま
し
た
。

現
在
は
、
大
手
企
業
の
役
員
と

し
て
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

三
代
に
亘
る
宮
司
の
後
ろ
姿
を

勉
強
さ
れ
、
神
道
の
造
詣
も
深

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
季
研
修
会
に
は
、
奥

様
と
共
に
研
修
を
受
け
ら
れ
、花姫稲荷

富
司
と
し
て
の
資
格
習
得
に
努

め
ら
れ
ま
す
。

本
教
の
曲
緒
あ
る
自
猛
神
社
の

後
継
者
と
し
て
、
更
に
は
神
道

大
教
発
展
の
為
、
益
々
の
御
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

攣辞

令
』

○
神
道
大
教
本
局

局
　
員

菊
池
重
忠

父
磯和
四
年
四
月
二
十
一
日
付
）

○
宣
教
部
長

中
教
正
　
堤
龍

一
郎

（令
和
因
年
二
月

一
日
付
）

○
主
　
事

少
教
正
　
菊
池
重
忠

（令
和
四
年
六
月
十
九
日
付
）

帯蓬華篠」臨押攣轟摯知督△費中】

○
補
　
少
教
正

東
京
。
菊
池
重
忠

（令
和
四
年
六
月
十
九
日
付
）

攣教
師
昇
級
』

○
補
　
権
中
講
義

岐
阜

。
置
（中
神
社

（属
）

林
日
奈
子

（令
和
四
年
五
月

一
日
付
）

）

【退

機
】

○
局
　
員

林
日
奈
子

（令
和
四
年
四
月
二
十
日
付
）

精通噌辟』図中鑢黎ｒ』一】】

次
の
先
生
の
帰
幽
の
報
に
接
し

生
前
の
御
奉
仕
、
御
活
躍
を
称

え
、
護
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

○
令
和
三
年
十
一
月
十
二
日
帰
幽

島
根

・
芦
谷
講
社

（長
）

権
訓
導
　
囲
中
勇
師（敬

称
略
）


